
 

 

 

 

 

 

 

 

表表表表    面面面面    ひ ず みひ ず みひ ず みひ ず み 計計計計    

Ｇ Ｓ －Ｇ Ｓ －Ｇ Ｓ －Ｇ Ｓ － １ ０１ ０１ ０１ ０ ＦＦＦＦ    
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１１１１．．．．    仕仕仕仕    様様様様         型 式 ＧＳ－１０Ｆ 測定範囲 ±１５００×１０－６ 定格出力電圧（ＲＯ） ±０．６７５ｍＶ／Ｖ以上 定格出力ひずみ ±1350×10-6st以上 直線性 ±１．０％ＲＯ以内 ヒステリシス ±１．０％ＲＯ以内 許容過負荷 １２０％ 許容温度範囲 －１０～＋８０℃ 最大印可電圧 １０Ｖ 入出力抵抗 ３５０Ω+/-2％ 絶縁抵抗 DC25Vにて500MΩ以上 許容耐水圧（拘束時） ０．５ＭＰａ 寸法 φ２２×Ｌ１０４ｍｍ 質量 約０．２ｋｇ ケーブル Ｓ４－５（０．５ｍｍ２、４心シングルシース） ※1. 極性は、＋が引張、－が圧縮               2. 見かけの弾性係数は４００Ｎ／ｍｍ２以下  3. 自己線膨張係数は１１．４×１０－６／℃  ２２２２．．．．    外外外外    観観観観        下図－１に示します。  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                            図－１ 



３３３３．．．．取付方法取付方法取付方法取付方法     （1）  図－３のように取付脚（２個で一組）に模擬棒を固定ねじで締め付けます。このとき、模擬棒と取付脚の端面をあわせます。                                          図－３    （2） 被測定物に図－４のとおり、取付脚を溶接して下さい。                                       図－４    （3） 溶接熱が下降してから、固定ねじをゆるめて模擬棒を取り外します。    次にひずみ計を挿入し、フランジを取付脚の中央にセットして、２つの固定ねじをゆっくり締めます。このとき、ひずみ計の出力ケーブルを指示計に接続しておき、指示値を確認しながら六角レンチ（サイズ：４）で確実に固定して下さい。                                  図－５   

模擬棒（ＳＤ－１０）
固定ねじ取付脚（ＳＦ－１０Ｓ）

保護カバー（ＳＰ－１０）13055
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４４４４．．．．    測定方法測定方法測定方法測定方法    （1） ケーブルの接続方法は、入力⊕が赤色、入力�が黒色、出力⊕が白色、出力�が緑色としていますので、当社以外の指示計器を使用する場合は注意して下さい。 （2） 定時刻とその時の工事内容を正確に記録しておくと後のデータ解析に有効です。 ※ご注意：当社指示計を使用した場合、引張方向で出力値は、プラスを示します。     ５５５５．．．．    計算方法計算方法計算方法計算方法      5.1 ひずみ （1）計算式                εεεε＝（Ｍ－Ｉ）＝（Ｍ－Ｉ）＝（Ｍ－Ｉ）＝（Ｍ－Ｉ）××××ｆｆｆｆ                        ε： ひずみ量          〔×１０－６〕                                Ｍ： 測定値           〔１０－６ｓｔ〕                                 Ｉ： 初期値         〔×１０－６ｓｔ〕                                 ｆ： 校正係数 〔×１０－６／×１０－６ｓｔ〕 ※校正係数は成績表に記載されています。     （2）計算例           Ｍ： ２９６×１０－６ｓｔ           Ｉ ： １００×１０－６ｓｔ           ｆ ： ０．９００×１０－６／×１０－６ｓｔ            ε： （２９６－１００）×０．９００≒１７６             したがって、ひずみ量は１７６×１０－６となります。 なお、出力極性は、引張で＋出力、圧縮で－出力となります。  5.2. 温度補正      （1） ひずみ計と拘束物の線膨張係数に差があるときは、次の式で補正して下さい。  
                                                εεεε１１１１＝＝＝＝εεεε－（（ｔ－ｔ－（（ｔ－ｔ－（（ｔ－ｔ－（（ｔ－ｔ００００））））××××（ｂｍ－ｂ）（ｂｍ－ｂ）（ｂｍ－ｂ）（ｂｍ－ｂ）））））                                   ε１ ： ひずみ量                〔×１０－６〕                                ε ：  6.1.で求めたひずみ量       〔×１０－６〕                                 ｔ ： 測定時の温度                 〔℃〕                                 ｔ０  ： 初期値を測定した時の温度        〔℃〕 ｂ ： ひずみ計の自己線膨張係数 〔×１０－６／℃〕                              ｂｍ：   拘束物の自己線膨張係数〔×１０－６／℃〕 ※ ひずみ計の自己線膨張係数は成績表に記載されています。     （2） 計算例          ε： １７６ ×１０－６          ｔ ： ４０ ℃          ｔ０ ： ２０ ℃          ｂ ： １１．４ ×１０－６／℃          ｂｍ： １０．０ ×１０－６／℃         ε１ ＝１７６－（（４０－２０）×（１０．０－１１．４））＝２０４          したがって、ひずみ量は２０４×１０－６となります。   

ごごごご不明不明不明不明なななな点点点点はははは弊社製造部弊社製造部弊社製造部弊社製造部までごまでごまでごまでご連絡下連絡下連絡下連絡下さいさいさいさい。。。。    
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